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 第
3
章
 
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
目
標

 
 3-

1
バ
イ

オ
マ

ス
産
業

都
市

を
目
指

す
背

景
や

理
由

 
本

市
に

お
い

て
は

、
児

童
数

の
減

少
や

高
齢

化
の

進
展

に
よ

る
集

落
機

能
の

低
下

や
、

社
会

経
済

環
境

の
変
化
に
伴
う
地
域
経
済
の
衰
退
等
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

 
こ

の
よ

う
な

中
、

持
続

的
な

経
済

発
展

等
を

目
指

し
、

薩
摩

川
内

市
次

世
代

エ
ネ

ル
ギ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
の

行
動
計
画
を
策
定
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
地
域
型
産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

 
本
市
の
面
積
の
約

7
割
が
森
林
と
い
う
自
然
環
境
豊
か
な
立
地
特
性
が
あ
り
、
今
後
こ
の
よ
う
な
森
林

資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
産
業
の
創
出
も
期
待
で
き
る
。

 
こ

れ
ま

で
森

林
資

源
の

う
ち

、
木

材
に

お
い

て
は

建
築

資
材

等
で

利
用

さ
れ

る
他

、
地

元
製

紙
会

社
が

運
営

す
る

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
の

燃
料

と
し

て
、

既
に

幅
広

い
利

活
用

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
全

国
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
の

量
で

本
市

に
存

在
し

て
い

る
「

竹
」

に
お

い
て

は
、

安
価

な
タ

ケ
ノ

コ
や

竹
材

の
輸

入
、

プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ど
代
替
品
の
出
現
、
そ
し
て
農
家
の
高
齢
化
等
に
よ
っ
て
、
放
置
竹
林
が
増
加
す
る
等
、

利
用
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

 
一

方
、

近
年

で
は

、
地

元
製

紙
会

社
を

中
心

と
し

た
竹

の
収

集
・

加
工

の
仕

組
み

も
構

築
さ

れ
、

竹
紙

の
生

産
が

拡
大

し
て

い
る

他
、

竹
の

新
た

な
利

活
用

と
し

て
、

セ
ル

ロ
ー

ス
ナ

ノ
フ

ァ
イ

バ
ー

の
生

産
も

模
索
さ
れ
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
「
竹
」
の
有
す
る
可
能
性
に
着
目
し
、

20
15

年
7
月
に
「
薩
摩

川
内
市
竹
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
協
議
会
」
を
設
立
し
た
。
 

本
協
議
会
で
は
既
存
の
竹
収
集
・
処
理
の
仕
組
み

(年
間

20
,0

00
tの

竹
収
集

)を
「
他
に
は
な
い
強
み
（
特

長
）
」
と
捉

え
た
上
で
、
効
率
的
か
つ
徹
底
的
な
「
竹
」
の
利
活
用
に
よ
る
産
業
振
興
や
雇
用
創
出
、
エ
ネ

ル
ギ

ー
な

ど
の

利
用

に
よ

る
新

し
い

社
会

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

よ
っ

て
持

続
可

能
な

地
域

モ
デ

ル
の

確
立

を
目
指
し
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、「

薩
摩
川
内
市
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」
構
想
を
策
定
し
、
実
現
に
向
け
て

取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

 
 3-

2
バ
イ

オ
マ

ス
産
業

都
市

と
し
て

目
指

す
べ

き
将

来
像

 
 

本
市

は
、

前
項

の
背

景
や

趣
旨

を
受

け
て

、
地

域
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
事

業
化

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を

策
定
し
、
実
現
に
向
け
取
り
組
み
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
次
に
示
す
将
来
像
を
目
指
す
。

 
①

 
竹

等
の

バ
イ

オ
マ

ス
資

源
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

付
加

価
値

の
高

い
産

業
の

育
成

と
雇

用
創

出
を

実

現
す
る
。

(経
済
価
値
の
創
出

) 
②

 
事
業
の
推
進
に
伴
い
、
森
林
保
全
に
努
め
、
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
図
る
。

(環
境
価
値
の
創
出

) 
③

 
雇

用
環

境
や

生
活

環
境

の
良

さ
等

を
通

じ
て

、
定

住
人

口
の

増
加

を
図

り
、

住
み

や
す

い
薩

摩
川

内

市
を
実

現
し
て
い
く
。

(社
会
価
値
の

創
出

) 
 
本
市
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
の
将
来

像
の
イ
メ
ー
ジ
を
下
記
に
示
す
。

 
 



 

図表：バイオマス産業都市構想の全体イメージ 
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 3-
3
バ
イ

オ
マ

ス
産
業

都
市

と
し
て

達
成

す
べ
き

目
標

 
 
本
構
想
の
計
画
期
間
終
了
時

(平
成

38
年
度

)に
達
成
す
べ
き
目
標
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
設
定
す
る
。
な
お
本
構

想
は
、
今
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
中
間
評
価
結
果
に
基
づ
き
、

5
年

後
(平

成
33

年
度

)に
見
直
す
こ

と
と

す
る
。

 
 

図
表
：
達
成
す
べ
き
目
標

 
項

目
 

現
在

 
5
年

後
 

10
年

後
 

竹
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
率

(量
) 

1,
00

0t
(絶

乾
t)

 
2,

00
0t

(絶
乾

t)
 

4,
00

0t
(絶

乾
t)

 
関

連
産

業
の

創
出

規
模

(C
N

F
利

用
企

業
数

) 
－

 
5
社

 
10

社
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 第
4
章
 
事
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容

 
 4-

1
竹
の

収
集

・
加
工

シ
ス

テ
ム
の

構
築

 
 

現
在

、
薩

摩
川

内
市

に
お

け
る

竹
は

本
市

及
び

周
辺

に
立

地
す

る
チ

ッ
プ

工
場

に
搬

入
後

、
チ

ッ
プ

に
加

工
さ

れ
、

中

越
パ
ル
プ
工
業

(株
)川

内
工
場
に
搬
送
さ
れ
、
パ
ル
プ
化
の
後
、
竹
紙
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
の
流
れ
に
加
え
現
在
、
国
や
産
業
界
も
注
力
し
て
い
る
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
量
産
化
に
向
け
、

20
16

年

4
月
に
中
越
パ
ル
プ

(株
)川

内
工
場
に
第

1期
商
業
プ
ラ
ン
ト

(生
産
能
力
約

10
0t

/年
)を

建
設
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

お
り
、

今
後
は
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
市
場
拡
大
に
応
じ
て
、
順
次
設
備
を
増
設
し
て
い
く
計
画
が
あ
る
。

 
 

ま
た

、
竹

を
利

用
し

た
床

材
や

建
築

資
材

な
ど

の
需

要
も

見
込

ま
れ

て
お

り
、

竹
の

利
用

出
口

は
拡

大
し

つ
つ

あ
る

も

の
の

、
放

置
竹

林
の

拡
大

、
林

業
の

衰
退

、
担

い
手

不
足

な
ど

の
問

題
も

あ
り

、
現

在
の

仕
組

み
を

改
良

し
、

さ
ら

に
安

定
的
な
竹
収
集
・
加
工
の
仕
組
み
作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 
そ
こ
で
、
中
越
パ
ル
プ
工
業

(株
)の

既
存
の
竹
チ

ッ
プ
を
収
集
・
加
工
す
る
仕
組
み
を
活
用
し
、
竹
を
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用

し
、

新
た

な
産

業
を

創
出

で
き

る
よ

う
な

効
率

的
か

つ
安

定
的

な
竹

収
集

・
加

工
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

を
目

的
に

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

概
要

 
竹
の
賦
存
量
お
よ

び
、
多
様
な
用
途
と
使
用
量
を
踏
ま
え
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
竹
収
集
・
加
工
シ
ス
テ
ム
を

構
築

す
る
。

 
現

時
点

で
の
状

況
 

【
竹
の
収
集
・
加

工
に
係
る
現
状
】

 
 

竹
の
子
生
産
に
伴
う
整
備
の
一
環
と
し
て
、

5
年
目
以
上
の
親
竹
を
中
心
に
収
集
さ
れ
て
い
る
。

 
 

枝
葉
を
除
い
た
幹
部
の
み
。
長
さ
は

2〜
3m

、
末
口
直
径

6c
m

以
上
の
規
格

 
 

買
取
価
格
は

1k
g
あ
た
り

7.
7
円
に
加
え
、
市
の
補
助
金

2
円
で
取
引
さ
れ
て
い
る

 
 

各
チ
ッ
プ
工
場
で
、
製
紙
用
規
格
で
チ
ッ
プ
化
さ
れ
、
そ
の
後
中
越
パ
ル
プ
工
業

(株
)に

搬
入
さ
れ
て
い
る
。

 
 

現
在
、
鹿
児
島
大
学
に
よ
り
、
薩
摩
川
内
市
内
の
竹
の
賦
存
量
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
年
間
約

1
万

t(絶
乾

)
の
竹
賦
存
量
が
あ
る
と
の
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

 
 【
用
途
利
用
・
需
要
見
込
み
】

 
 

竹
の
利
用
用
途
と
し
て
、
竹
パ
ル
プ

10
0%

製
品
お
よ
び
、
既
存
パ
ル
プ
に
竹
パ
ル
プ

10
%
を
混
合
し
た
紙
な
ど

の
製
品
を
製
造
。

 
 

来
年
度
か
ら
、
年
間

10
0t

の
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
が
生
産
予
定
。
そ
れ
に
必
要
な
竹
の
量
は

25
0t

(絶
乾

)と
な
っ
て
い
る
。
今
後
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
需
要
増
に
伴
い
、
必
要
と
な
る
竹
の
利
用
量
も
増
加

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 
 

現
在
、
ト
ラ
ッ
ク
床
板
や
建
築
資
材
と
し
て
竹
の
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 



 

 
タ

ケ
ノ

バ
ラ

つ

 
使

用
さ

 
不

在
地

の
整

備

 
竹

材
を

し
が

求

 
材

の
規

集
シ

ス

 
収

集

 
放

置
竹

 
出

口
製

 
効

率
的

 
放

置
竹

 
放

置
竹

 
継

続
的

 

ノ
コ

生
産

に
合

つ
き

が
あ

り
、

さ
れ

て
い

な
い

地
主

が
多

数
存

備
が

求
め

ら
れ

を
加

工
す

る
製

求
め

ら
れ

る
。

規
格

が
細

か
く

ス
テ

ム
の

構
築

・
加

工
の

仕
組

竹
林

伐
採

に
係

製
品

に
必

要
な

的
か

つ
安

定
的

竹
林

の
情

報
収

竹
林

の
改

良
お

的
な

竹
林

管
理合

わ
せ

て
親

竹

安
定

し
た

年

い
放

置
竹

林
が

存
在

し
て

お
り

れ
る

。
 

製
材

業
者

が
不

 
く

決
ま

っ
て

お

築
が

求
め

ら
れ

組
み

の
構

築
に

係
る

費
用

の
算

な
竹

の
具

体
的

的
な

収
集

・
加

収
集

・
デ

ー
タ

お
よ

び
、

森
林

理
体

制
の

構
築竹
を

伐
採

す
る

年
間

供
給

が
求

が
多

数
存

在
し

り
、
整

備
が

な

不
在

で
あ

り
、

お
り

、
既

存
の

れ
る

。
 

平
成

28
年

に
向

け
た

ヒ
ア

算
出

 
的

な
量

と
質

の

5
年

以
内

加
工

シ
ス

テ
ム

タ
ベ

ー
ス

化

林
管

理
イ

ン
フ

10
年

以

築
(竹

林
オ

ー
ナ

19
 

課
題

 
る

た
め

、
竹

の

求
め

ら
れ

る
。

し
、

そ
の

活
用

な
か

な
か

進
ま

ビ
ジ

ネ
ス

採

の
竹

収
集

の
仕

年
度

に
具

体
化

ア
リ

ン
グ

の
実

の
把

握
 

内
に

具
体

化
す

ム
の

構
築

 

フ
ラ

(林
道

等
)の

内
に

具
体

化
す

ナ
ー

制
度

等
)

イ
メ

ー
ジ

図の
収

集
量

が
上

 
用

が
求

め
ら

れ

な
い

現
状

が

採
算

性
を

見
込

仕
組

み
を

活
用

化
す

る
取

組

実
施

 

す
る

取
組

 

の
整

備
 

す
る

取
組

 

図
 

期
25

0t
(絶

乾

る
。

 
あ

り
、
所

有
者

ん
だ

う
え

で
の

す
る

こ
と

に

乾
)、

下
期

75

者
が

判
明

し
て

の
適

切
な

プ
レ

よ
っ

て
、
効

率50
t(
絶

乾
)と

て
い

る
竹

林

レ
ー

ヤ
ー

探

率
的

な
竹

収



 4-
2
地

域
資

源

 
本

市
の

農

加
や

、
山

林
の

ら
れ

、
平

成

有
効

活
用

も
課

そ
の

よ
う

マ
ス

資
源

を
有

よ
る

定
住

環
境

こ
れ

ら
を

踏

ジ
ネ

ス
を

推
進

具
体

的
に

プ
や

ペ
レ

ッ

  

    

源
活

用
型

コ
ミ

農
山

村
部

で
は

の
荒

廃
が

問
題

27
年

5
月

時

課
題

と
な

っ
て

な
状

況
下

で
、

有
効

に
活

用

境
の

実
現

に
資

踏
ま

え
、

こ

進
す

る
。

 
は

、
遊

休
施

設

ト
へ

の
加

工
、

図
表

：ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

は
、

若
者

の
流

題
に

な
っ

て
い

時
点

で
14

施

て
い

る
。

 
、

農
山

村
部

に

し
な

が
ら

(環
資

す
る

(社
会

)
こ

で
は

地
域

の

設
周

辺
の

休
耕

、
ま

た
は

燃
焼

ト
リ

プ
ル

ボ  

ビ
ジ

ネ
ス

の
創

流
出

等
に

伴
い

い
る

。
ま

た
過

施
設

が
処

分
財

産

に
お

い
て

地
域

境
)、

小
規

模

)コ
ミ

ュ
ニ

テ

の
遊

休
施

設
を

耕
田

な
ど

を
利

焼
に

よ
る

エ
ネ

ト
ム

ラ
イ

ン
に

20
 

創
造

 
い

、
農

業
や

林

過
疎

化
が

進
む

産
と

し
て

検
討

域
の

維
持

・
発

模
で

も
経

済
循

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

を
拠

点
と

し
た

利
用

し
、

竹
の

ネ
ル

ギ
ー

供
給

に
よ

る
持

続
的林

業
の

担
い

手

む
こ

と
に

よ
り

討
さ

れ
て

い
る

発
展

を
目

指
す

循
環

を
創

出
し

の
創

造
が

求

た
竹

の
生

産

の
種

類
や

生
育

給
な

ど
を

検
討

的
な

コ
ミ

ュ
ニ手

の
高

齢
化

が

、
教

育
施

設
(

る
な

ど
、

今
後

す
た

め
に

は
、

(経
済

)、
生

活

め
ら

れ
る

。
 

・
加

工
・

販
売

育
年

数
を

管
理

討
し

て
い

く
。

ニ
テ

ィ
の

創
出が

進
み

、
耕

作

(学
校

等
)の

統

後
こ

の
よ

う
な

地
域

に
賦

存

活
の

質
や

快
適

売
に

よ
る

コ
ミ

理
し

な
が

ら
育

 

出
イ

メ
ー

ジ
 作

放
棄

地
の

増

統
廃

合
が

進
め

な
遊

休
施

設
の

存
す

る
バ

イ
オ

適
性

の
向

上
に

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

育
成

し
、

チ
ッ増 め の オ に ビ ッ
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プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

概
要

 
地
域
資

源
で
あ
る

竹
や
遊
休
施
設

な
ど
を
活
用

す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域

主
体
と
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を

創
出

す
る
。

 
現

時
点

で
の
状

況
 

【
遊
休
施
設
の
活
用
状
況
】

 
本
市
で
は
、
特
に
小
中
学
校
の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
て
い
る
一
方
、
そ
の
活
用
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 
例
え
ば

、
甑
島
の
浦

内
小
学
校
で

は
、
蓄
電
池

実
証
事
業
の

フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
、
本

土
の
寄
田
中

学
校
で
は
、
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
実
証
試
験
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 
現
在
そ
の
他
の
遊
休
施
設
は
、
庁
内
検
討
会
に
お
い
て
、
そ
の
活
用
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
状
況
】

 
市
内
で

は
、
集
落
に

よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議

会
が
組
織
さ

れ
て
お
り
、

そ
れ
を
中
心

と
し
た
活
動

が
年
々
活
発
化
し
つ

つ
あ
る

。
例
え
ば
、

峰
山
地
区
で

は
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
手

づ
く
り
に
よ

る
道
路
を
整

備
し
た
ほ
か
，
さ
つ

ま
い
も

の
生
産
に
よ

る
オ
リ
ジ
ナ

ル
焼
酎
「
柳

山
高
柳
（
や

な
ぎ
や
ま
こ

う
り
ゅ
う
）
」
の
醸
造
・

 販
売
や
，
レ
ス

ト
ラ

ン
「
柳
山
」
の
運
営
な
ど
，
自
主
財
源
の
確
保
の
た
め
の
取
組
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
平
成

28
年

度
に
お
い
て
は
、
市

の
事
業

を
活
用
し
、

竹
の
収
集
・

加
工
な
ど
に

よ
る
地
域
活

性
化
を
目
指

し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議

会
な
ど
も
出
始
め
て

い
る
。

 

課
題

 
 

市
内
に

お
け

る
竹
の

自
生
地
は
主

に
山
間
部
に

あ
り
、
伐
採

・
収
集
に
相

当
な
労
力
を

要
す
る
た
め

、
効
率
的

な
伐

採
・
収
集
が
求
め
ら
れ
る
。

 
 

平
成

27
年

5
月
時
点
で
学
校
教
育
系
施
設
の

14
施
設
が
処
分
財
産
と
し
て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
閉
校
し
た

学
校
施
設
の
利
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。

 
平

成
28

年
度
に

具
体

化
す
る

取
組

 
 

モ
デ
ル
地
区
を
想
定
し
た
竹
栽
培
の
可
能
性
検
討

(廃
校
跡
地
や
遊
休
農
地
の
活
用
等

) 
5
年

以
内

に
具
体

化
す

る
取
組

 
 

モ
デ

ル
地

区
に

お
け

る
地

域
資

源
活

用
型

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

の
実

践
(遊

休
施

設
を

中
心

と
し

た
竹

収
集

体

制
の
構
築

) 
 

休
耕
田
な
ど
を
活
用
し
た
竹
林
整
備

 
 

遊
休
施
設
を
活
用
し
た
加
工
施
設

(ペ
レ
ッ
ト

等
)の

整
備

 
10

年
以

内
に
具

体
化

す
る
取

組
 

 
地
域
資
源
活
用
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

 
 

遊
休
施
設
な
ど
を
活
用
し
た
居
住
空
間
の
整
備

(I
タ
ー
ン
・

U
タ
ー
ン
人
口
の
取
り
込
み

) 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
新
た
な
移
住
者
の
受
入
体
制
の
構
築

 
 

Iタ
ー
ン
・

U
タ
ー
ン
人
口
の
取
り
込
み
に
よ
る
新
た
な
林
業
の
担
い
手
育
成

 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
奨
学
金
制
度
の
導
入
検
討

 
 

 



         
 

22
 

イ
メ

ー
ジ

図図
 



 4-
3
竹

バ
イ

オ

中
越

パ
ル

プ

の
現

実
的

展

発
、

そ
れ

に
伴

 
こ

れ
ら

を
踏

を
構

築
す

る

向
上

・
基

盤

 

竹
の

C
N

化
を

行
う

【
セ

ル
ロ

 
セ

ル

ト
を

 
生

産

 
今

後

竹
バ

 
セ

ル

特
性

の
理

を
検

 
地

域オ
マ

ス
産

業
都

プ
工

業
(株

)の
開

も
さ

ら
に

加

伴
う

新
た

な
市

踏
ま

え
、

C
N

こ
と

に
よ

っ
て

を
確

立
し

て
い

N
F
活

用
等

の
技

う
こ

と
で

、
地

ロ
ー

ス
ナ

ノ
フ

ル
ロ

ー
ス

ナ
ノ

を
建

設
す

る
こ

産
能

力
は

約
1

後
は

、
セ

ル
ロ

バ
イ

オ
マ

ス
産

ル
ロ

ー
ス

ナ
ノ

性
、
活

用
方

法

理
解

促
進

が
求

検
証

し
て

い
く

域
内

外
の

ネ
ッ 図都

市
「

研
究

の
C

N
F
プ

ラ

加
速

化
さ

れ
る

市
場

の
獲

得
に

N
F
等

に
関

連

て
、

国
内

・
国

い
く

。
 

技
術

や
ノ

ウ
ハ

地
域

産
業

の
活

フ
ァ

イ
バ

ー
の

フ
ァ

イ
バ

ー

こ
と

が
決

定
し

00
t/年

（
樹

脂

ロ
ー

ス
ナ

ノ
フ

産
業

都
市

構
想

フ
ァ

イ
バ

ー

が
不

足
し

て
お

求
め

ら
れ

て
い

必
要

が
あ

る

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

図
表

：
セ

ル
ロ

拠
点

」
の

仕

ン
ト

設
置

も

る
こ

と
が

予
想

に
よ

っ
て

、
地

連
す

る
研

究
開

発

国
際

ネ
ッ

ト
ワ

プ
ロ

ハ
ウ

の
共

有
を

活
性

化
に

つ
な 現

プ
ラ

ン
ト

設

ー
の

量
産

化
に

し
た

。
 

脂
複

合
化

用
）

ァ
イ

バ
ー

の

想
の

現
実

的
展

ー
等

の
新

た
な

お
り

、
市

内
外

い
る

。
ま

た
、
セ

。
 

活
用

し
た

研

ロ
ー

ス
ナ

ノ
フ

23
 

仕
組

み
作

り

薩
摩

川
内

市
内

想
さ

れ
る

。
こ

地
域

産
業

が
活

発
情

報
の

集
積

ワ
ー

ク
の

強
化

ロ
ジ

ェ
ク

ト
概

を
行

い
、
地

域

げ
る

仕
組

み

現
時

点
で

の
状

置
決

定
】

 
向

け
、
中

越
パ

で
、

20
17

年

市
場

拡
大

に
応

開
も

さ
ら

に
加

課
題

 
素

材
へ

の
興

味

外
企

業
の

セ
ル

セ
ル

ロ
ー

ス
ナ

究
面

の
強

化

フ
ァ

イ
バ

ー
に

内
に

決
定

し
て

こ
れ

を
契

機
と

活
性

化
し

て
い

積
を

促
進

す
る

化
し

、
竹

バ
イ

概
要

 
域

内
外

の
ネ

ッ

を
作

る
。

 
状

況
 

パ
ル

プ
工

業
(株

年
4
月

稼
働

予

応
じ

て
順

次
設

加
速

化
さ

れ
る

味
・
関

心
は

高

ル
ロ

ー
ス

ナ
ノ

ナ
ノ

フ
ァ

イ
バ

も
検

討
し

て
い

に
よ

る
新

た
な

て
お

り
、

竹
バ

と
し

て
、

地
域

い
く

こ
と

が
期

る
産

学
官

金
連

イ
オ

マ
ス

産
業

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

株
)川

内
工

場

予
定

で
あ

る
。

設
備

を
増

強
し

る
こ

と
が

予
想

高
ま

っ
て

い
る

フ
ァ

イ
バ

ー

バ
ー

の
竹

の
特

い
く

必
要

が
あ

産
業

創
出

の
可バ
イ

オ
マ

ス
産

域
の

新
し

い
産

期
待

で
き

る
。

連
携

の
研

究
拠

業
都

市
と

し
て

を
活

用
し

た
研

場
に

第
1
期

商

。
 

し
て

い
く

計
画

想
さ

れ
る

。
 

も
の

の
、
内

容

ー
等

に
対

す
る

特
性

を
活

か
し

あ
る

。
 

可
能

性
 

産
業

都
市

構
想

産
業

、
製

品
開

 
拠

点
の

仕
組

み

て
の

イ
メ

ー
ジ

研
究

面
の

強

商
業

プ
ラ

ン

画
で

あ
り

、

容
の

理
解

、

内
容

な
ど

た
可

能
性

 

想 開 み ジ



 

 
セ

ル

対
す

 
(仮

)

 
竹

セ

 
産

学

 
竹

バ

 
竹

の

の
創

  

      

ル
ロ

ー
ス

ナ
ノ

す
る

興
味

・
関

九
州

セ
ル

ロ
ー

セ
ル

ロ
ー

ス
ナ

学
官

金
連

携
の

バ
イ

オ
マ

ス
を

の
セ

ル
ロ

ー
ス

創
出

 

フ
ァ

イ
バ

ー

関
心

の
喚

起
、

ー
ス

ナ
ノ

フ
ァ

ナ
ノ

フ
ァ

イ
バ

の
セ

ル
ロ

ー
ス

を
活

用
し

た
新

ス
ナ

ノ
フ

ァ
イ

図
表

：
薩

摩

 

平
成

28
年

ー
活

用
促

進
セ

理
解

の
促

進

ァ
イ

バ
ー

フ
ォ

5
年

以
内

バ
ー

を
活

用
し

ナ
ノ

フ
ァ

イ

新
た

な
技

術
開

発

10
年

以

バ
ー

研
究

を

摩
川

内
市

竹
バ

24
 

年
度

に
具

体
化

ミ
ナ

ー
の

開
催

に
つ

な
げ

る
)

ォ
ー

ラ
ム

in
内

に
具

体
化

す

た
新

た
な

製
品

バ
ー

を
中

心

発
研

究
(ガ

ス

内
に

具
体

化
す

契
機

と
し

た
、

バ
イ

オ
マ

ス
産化
す

る
取

組

催
(市

内
企

業

) 薩
摩

川
内

の
開

す
る

取
組

 
品

開
発

 
と

し
た

研
究

ネ

ス
化

・
水

素
製

す
る

取
組

 
、
薩

摩
川
内

市

産
業

都
市

研
究業
の

セ
ル

ロ
ー

開
催

 

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

製
造

等
) 

市
竹

バ
イ

オ
マ

究
拠

点
イ

メ
ー

ス
ナ

ノ
フ

ァ
イ

ク
の

構
築

 

マ
ス

産
業

都
市

ー
ジ

 

イ
バ

ー
に

市
研

究
拠

点
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 第
5
章
 
地
域
波
及
効
果

 
  

本
構
想
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
下
記
の
図
表
に
示
す
よ
う
な
様
々
な
地
域
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
。

 
 

図
表
：
期
待
さ

れ
る
地
域
波
及
効
果

(定
量
的
効
果

) 
期

待
さ

れ
る
効

果
 

効
果

 
備

考
 

放
置
竹
林
減
少
率

 
20

%
減

 
10

年
後

 
閉

校
し
た
学
校
施
設
の
利
活
用

 
3
校

 
10

年
後

 
竹

活
用
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

 
5
件

 
10

年
後
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 第
6
章
 
実
施
体
制

 
 6-

1
構
想

の
推

進
体
制

 
本
構
想
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
何
よ
り
も
自
発
的
・
主
体
的
な
役
割
を
担
う
組
織
が
必
要
で
あ
る
。

 
「
薩
摩
川
内
市
竹
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
協
議
会
」（

※
平
成

29
年

2
月

9
日
現
在
で
国
を
含
む

89
の
企
業
・
団
体
等

が
参

画
）

は
、

市
内

は
も

と
よ

り
、

市
外

も
含

め
た

広
域

的
な

産
学

官
金

連
携

に
よ

る
基

盤
組

織
で

あ
り

、
既

に
協

議
会

内
の
分
科
会
に
お
い
て
個
別
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
出
・
誘
発
を
目
指
す
検
討
・
取
組
を
進
め
て
い
る
。

 
上

記
協

議
会

の
取

組
の

円
滑

化
・

加
速

化
を

図
る

た
め

に
、

本
市

で
は

、
所

管
課

（
企

画
政

策
部

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

課
）

だ
け

で
は

な
く

、
農

政
や

林
務

、
環

境
等

の
バ

イ
オ

マ
ス

関
係

課
の

ほ
か

、
企

画
や

財
政

等
の

所
管

課
長

か
ら

な
る

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
庁
内
横
断
的
な
連
携
・
協
調
体
制
を
設
け
て
い
る
。

 
ま

た
、

早
期

の
計

画
の

具
体

化
、

事
業

化
を

図
る

た
め

に
市

内
企

業
間

の
交

流
や

情
報

交
換

、
提

携
等

を
図

る
こ

と
を

目
的
と
し
た
市
内
異
業
種
企
業
の
連
合
体
で
あ
る
「
薩
摩
川
内
市
企
業
連
携
協
議
会
」
（
※
平
成

29
年

2
月

9
日
現
在
で

15
3
の

企
業
・
団
体
等
が
参
画
）
や
技
術
的
・
専
門
的
な
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
補
完
す
る
た
め
に
本
市

が
委

嘱
し

た
「

薩
摩

川
内

市
竹

バ
イ

オ
マ

ス
産

業
都

市
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
」

等
と

の
連

携
・

協
調

に
よ

り
、

本
構

想
を

着
実

か
つ
円
滑
に
推
進
す
る
体
制
を
設
け
て
い
る
。

 
 

図
表
：
構
想
の
推
進
体
制

 

 

 
 



 6-
2
具

体
的

な

本
構

想
で

り
筍

の
産

地

に
放

置
竹

林
や

具
体

的
に

ッ
プ

工
場

等
の

す
る

と
い

う
地

強
み

）
と

捉

そ
の

上
で

て
、

徹
底

的

収
集

・
処

理

域
の

未
利

用
の

こ
れ

ま
で

材
や

自
動

車
部

類
似

材
料

等

そ
の

よ
う

ラ
ス

チ
ッ

ク
、

よ
う

に
大

い

本
構

想
で

利
活

用
促

進

の
伐

採
・

収
集

に
よ

る
好

循
環

 
図な

地
域

モ
デ

は
、

各
バ

イ
オ

で
あ

る
本

市
及

や
竹

害
等

の
深

は
、

本
市

及
び

の
事

業
者

に
よ

地
域

シ
ス

テ
ム

え
る

。
 

、
市

内
外

の
産

か
つ

効
率

的
な

シ
ス

テ
ム

の
再

の
循

環
型

資
源

も
「

竹
」

は
、

部
品

等
へ

の
利

に
代

替
す

る
ま

な
中

、
既

存
用

、
更

に
は
「

日

に
今

後
の

可
能

は
、

前
述

の

・
用

途
開

発
に

集
）

か
ら

下
流

環
な

地
域

モ
デ

図
表

：
竹

が
産ル

の
イ

メ
ー

オ
マ

ス
資

源
の

及
び

本
市

を
含

深
刻

な
地

域
課

び
本

地
域

に
お

よ
っ

て
、

延
べ

ム
が

確
立

し
て

産
学

官
金

連
携

な
「

竹
」

の
利

再
構

築
等

に
よ

源
の

活
用

に
よ

、
工

芸
や

雑
貨

利
活

用
可

能
性

ま
で

は
至

っ
て

用
途

以
外

に
も

日
本

再
興

戦
略

能
性

が
見

込
ま

“
他

地
域

に
は

に
よ

る
既

存
用

流
（

製
品

化

デ
ル

を
目

指
す

産
み

出
す

多
様

ジ
 

の
一

層
の

有
効

含
む

北
薩

地
域

課
題

と
な

っ
て

お
い

て
は

、
林

べ
2,

00
0
人

に

て
お

り
、
本

構

携
組

織
で

あ
る

利
活

用
を

促
し

よ
る

産
業

振
興

よ
る

環
境

配
慮

貨
、

竹
炭

、
竹

性
の

検
討

や
一

て
い

な
い

状
況

も
微

細
化

（
マ

略
」
改

訂
20

1
ま

れ
る

新
技

術

は
な

い
既

存
の

用
途

と
付

加
価

・
量

産
化

）
を

す
も

の
で

あ
る

様
な

ビ
ジ

ネ
ス
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効
か

つ
有

益
な

域
、

更
に

は
竹

て
い

る
「

竹
」

林
業

従
事

者
や

に
よ

り
、

年
間

構
想

で
は

こ
れ

る
「

薩
摩

川
内

し
、

産
業

用
高

興
や

雇
用

創
出

慮
型

の
地

域
モ

竹
酢

液
等

と
い

一
部

試
作

等
も

況
で

あ
っ

た
。

マ
イ

ク
ロ

化
）

15
に

明
記

さ
れ

術
や

高
度

技
術

の
地

域
シ

ス
テ

価
値

の
高

い
新

を
網

羅
的

に
捉

る
。

 

ス
と

そ
こ

か
ら

な
利

活
用

を
促

竹
林

面
積

日
本

に
つ

い
て

着

や
た

け
の

こ
生

間
約

2
万

ト
ン

れ
を
“

他
地

域

内
市

竹
バ

イ
オ

高
機

能
材

料
や

出
、

エ
ネ

ル
ギ

モ
デ

ル
の

構
築

い
う

用
途

に
加

も
行

わ
れ

て
き

 し
た

竹
繊

維

れ
て

い
る

セ
ル

術
も

現
れ

て
き

テ
ム

”
を

活
か

新
た

な
用

途
の

捉
え

、
そ

の
一

蓄
え

る
地

域

促
す

も
の

で
あ

本
一

の
本

県
の

着
目

す
る

。
 

生
産

農
家

等
の

ン
の

竹
を

収
集

域
に

は
な

い
本

オ
マ

ス
産

業
都

や
生

活
資

材
等

ギ
ー

利
用

の
地

築
を

目
指

す
こ

加
え

、
肥

料
や

き
た

が
、

特
に

維
と

樹
脂

を
複

ル
ロ

ー
ス

ナ
ノ

き
て

い
る

。
 

か
し

、
徹

底
的

の
組

み
合

わ
せ

一
連

の
流

れ
で

モ
デ

ル
の

全
体あ
る

が
、

そ
の

の
地

域
資

源
で

の
伐

採
者

、
製

集
・

処
理

し
、

本
地

域
の

大
き

都
市

協
議

会
」

等
へ

の
展

開
、

地
域

シ
ス

テ
ム

こ
と

と
し

て
い

や
敷

料
等

の
農

に
価

格
面

か
ら

複
合

化
し

た
バ

ノ
フ

ァ
イ

バ
ー

的
か

つ
効

率
的

せ
を

促
す

こ
と

で
の

産
業

振
興

体
イ

メ
ー

ジ
案の
中

で
も

早
堀

で
あ

る
と

同
時

製
紙

工
場

や
チ

竹
紙

に
加

工

な
特

長
”（

＝

を
基

盤
と

し

既
存

の
竹

の

ム
の

確
立

や
地

る
。

 
農

業
資

材
、

建

ら
競

合
製

品
や

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ー
（

C
N

F）
の

的
な

「
竹

」
の

と
で

上
流

（
竹

興
、

雇
用

創
出

案
 

 

堀 時 チ 工 ＝ し の 地 建 や プ の の 竹 出
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 第
7
章
 
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
方
法

 
 7-

1
評
価

・
検

証
の
方

法
 

本
構
想
の
評
価
・

検
証
は
、
本
市
が
第

2
次
総
合
計
画
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
た
事
務
事
業
評
価
手
法
等
を
用
い

な
が

ら
市

内
部

に
お

け
る

結
果

検
証

と
と

も
に

、
専

門
的

知
見

を
有

す
る

外
部

委
員

に
よ

る
検

証
評

価
委

員
会

に
お

い
て

、
総

合
戦
略
そ
の
も
の
の
見
直
し
を
含
め
た

PD
C

A
サ
イ
ク
ル
の
運
用
を
図
る
。

 
具
体
的
に
は
、
現
在
の
行
政
評
価
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
事
業
担
当
者
に
よ
る
「
自
己
評
価
」
、
市
民
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
「
受
益
者
評
価
」
、
そ

し
て
評
価
委
員
会
の
設
置
に
よ
る
「
専
門
家
等
評
価
」
の

3
方
か
ら
の

体
制
に
よ
り
、
毎
年
度
評
価
・
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
。

 
ま

た
、

事
業

の
進

捗
や

成
果

等
に

つ
い

て
は

、
市

議
会

に
設

置
さ

れ
て

い
る

「
次

世
代

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
調

査
特

別
委

員
会
」
に
お
い
て
も
適
宜
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
市
議
会
に
お
い
て
も
そ
の
検
証
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

 
 

図
表
：
検
証
ス
キ
ー
ム

 

 
 

7-
2
評
価

・
検

証
の
実

施
ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル

に
つ
い

て
 

本
構
想
の
取
組
・

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年

11
月
に
成
立
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を
受
け
て

策
定

し
た

地
方

版
総

合
戦

略
に

明
確

に
位

置
付

け
て

お
り

、
そ

の
評

価
・

検
証

に
つ

い
て

は
「

薩
摩

川
内

市
総

合
戦

略
評

価
委
員
会
」
に
お
い
て
定
期
的
（
年
間

2～
3
回
を
予
定
）
に
行
う
。

 
  

図
表

：
検
証
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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 第
8
章
 
他
の
地
域
計
画
と
の
有
機
的
連
携

 
 本
構
想
は
、「

第
2
次
薩
摩
川
内
市
総
合
計
画
」（

平
成

26
年
度
策
定
）
の
基
本
理
念
、
施
策
体
系
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

「
第

2
次
薩
摩
川
内
市
農
業
・
農
村
振
興
基
本
計
画

」（
平
成

25
年
度
策
定
）
等
の
既
存
の
地
域
計
画
、
そ
し
て
、
今
後

策
定
予
定
の
「
（
仮
）
薩
摩
川
内
市
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
計
画
」
等
と
の
整
合
を
図
り
、
こ
れ
ら
と
連
動
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
も
の
と
し
て
い
る
。

 
ま

た
、

本
市

の
み

な
ら

ず
、

地
域

に
と

っ
て

の
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
雇

用
創

出
や

産
業

振
興

を
目

的
に

策
定

・
推

進
し

て
い
る
「
薩
摩
川
内

市
総
合
戦
略
」（

平
成

27
年
度
策
定
）
及
び
そ
の
前
身
の
「
薩
摩
川
内
市
地
域
成
長
戦
略
」（

平
成

24
年

度
策

定
）

に
お

い
て

成
長

戦
略

分
野

と
し

て
挙

げ
て

い
る

次
世

代
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

の
具

体
的

な
取

組
の

方
向

性
を

示

し
た
「
薩
摩
川
内
市
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
行
動
計
画
」（

平
成

24
年
度
策
定
）
が
掲
げ
る

10
の

テ
ー

マ
の
う
ち
、
「
市
内

資
源
を
活
用
し
た
地
域
型
産
業
の
振
興
」
【
テ
ー
マ

6】
及
び
「
本
市
農
林
水
産
力
の
向
上
」
【
テ
ー

マ

7】
と
は
特
に
密
接
な
関
わ
り
を
有
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
関
連
施
策
と
の
連
携
・
協
調
を
図
り
な
が
ら
本
構
想
の
推
進
・

実
現
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 
  

図
表
：
他
の
地
域

計
画
と
の
関
係
と
目
指
す
方
向
性

 

 
 

 
 



  

企
画 鹿
児

M
a
i
l
：

鹿
児

島

画
政
策
部

新

児
島

県
薩

摩

T
E
L
：

F
a
x
：

s
i
n
-
e
n
e
@
c

                          

島
県

薩
摩

新
エ

ネ
ル

〒
8
9
5
-
8
6
5
0

摩
川

内
市

神
田

（
0
9
9
6
）

2
3

（
0
9
9
6
）

2
5

c
i
t
y
.
s
a
t
s
u

  

川
内

市

ル
ギ

ー
対

0
 

田
町

3
番

2
2

3
-
5
1
1
1
 

5
-
1
7
0
4
 

u
m
a
s
e
n
d
a
i

 策
課
 

2
号

 

.
l
g
.
j
p
 




